
ご質問 回答

1 この調査は、毎年やっているのですか？

はい。対象世帯や対象となるご年齢は変わりますが、毎年実

施しています。

今年度は、令和７年7月１日時点で区内にお住まいの今年度

75歳以上（昭和26年（1951年）4月1日以前にお生まれ）の

方で、現在、おひとり暮らしの方が調査対象です。ただし、

介護サービスを利用されている方と生活保護を受給されてい

る方は除きます。

2
昨年度はこのような調査は受けていませ

ん。

65歳以上の高齢者の方を３か年に分けて調査を実施していま

す。昨年度（令和6年度）は、65～69歳のおひとり暮らしの

方および65～74歳のみの複数人世帯の方、一昨年度（令和５

年度）は75歳以上の複数人世帯の方を対象として調査を実施

させていただきました。

3 この調査は、国が実施するものですか？ 練馬区が独自に実施している調査です。

4 なぜこの調査をするのですか？

生活機能の低下のおそれがある高齢者の方を早期に把握し、

支援につなげるなど、見守り活動を効果的に行うためです。

また、緊急連絡先をお伺いし、「もしもの時」における区の

関係機関による迅速な支援につなげることを目的としており

ます。

5
返信封筒が入っていないのですが。回答し

た調査票は、どこに送ればよいですか？

10 月上旬から１１月にかけ、民生委員または地域包括支援セ

ンターの職員がご自宅を訪問した際に、調査票をお渡しくだ

さい。

6
返信用封筒が入っていないのはなぜです

か？

調査票の回収は、民生委員または地域包括支援センターの職

員がご自宅を訪問します。地域の皆様と民生委員または地域

包括支援センターの職員がつながるきっかけとなるよう、返

信用封筒は同封していません。

7
締切日がないが、いつまでに出せばよいの

でしょうか？

10 月上旬から１１月にかけ、民生委員または地域包括支援セ

ンターの職員がご自宅を訪問した際に、調査票をお渡しくだ

さい。(回収状況により、訪問時期が遅くなる場合がありま

す。)

「高齢者実態調査」に関するよくある質問と回答



ご質問 回答

8 結果通知書とは何ですか？

ご回答いただいた内容から、一人ひとりに合った、健康を保

つためのご提案を記載するものです。

具体的には、１～25の質問項目を運動機能、栄養状態、認知

機能など７項目に分類し、機能低下のおそれがないか判定さ

せていただきます。

9
高齢者実態調査の結果により、支援が必要

な場合はどうなるのですか？

支援が必要と判定された方については、区が行っている「ひ

とり暮らし高齢者等訪問支援事業」の対象とさせていただ

き、地域を担当する地域包括支援センターが年１回程度、ご

自宅を訪問し皆さまがお元気でお過ごしか確認させていただ

きます。地域包括支援センターの訪問は令和８年４月以降を

予定しています。

10 この調査の提出は強制ですか？

強制ではありませんが、ご回答いただきますと、回答内容を

もとに作成した【結果通知書】を令和８年２月中旬以降に順

次お送りします。

また、生活機能の低下のおそれがある高齢者の方を早期に把

握し、支援につなげたり、「もしもの時」における安否確認

のために使用する調査ですので、ぜひご協力をお願いいたし

ます。

11
毎年、どれぐらいの方が回答しているので

すか？

調査対象者のうち、令和元年度は73.9%、令和２年度は

88.7%、令和３年度は70.3％、令和４年度は76.7％、令和５

年度は86.1%、令和６年度は69.1%の方にご回答いただいて

おります。

12
調査票が送られたが、子ども家族と同居し

ています。

同居の方がいる場合は、今回の調査では対象外となります。

住民票情報をもとにしていることから、調査対象に含まれな

い方にも調査票が届いていることがあります。

ご回答は不要ですが、訪問回収を行わない等の対応をいたし

ますので、高齢者実態調査コールセンター（0120-926-

148）へお電話ください。また、行き違いに訪問がある場合

がございます。ご了承ください。

13
介護サービス利用者や生活保護受給者を対

象外とするのはなぜですか？

すでに、ケアマネジャーや介護サービス事業者、区のケース

ワーカーによる支援がなされていると考えるためです。



ご質問 回答

14 この質問項目は誰が考えたものですか？

１～25の質問項目は、厚生労働省が定める生活機能評価のた

めの基本チェックリストを使用しています。結果判定を正確

に行うために、基本チェックリストの表現をそのまま使用さ

せていただいております。

26～29の質問項目は、練馬区独自の質問になります。

15
調査票をなくした、または書き損じてしま

いました。

少しの書き損じであれば、×印や二重線で訂正していただいて

問題ありません。

調査票の再交付を希望される場合は、ご自宅を訪問する民生

委員または地域包括支援センター職員が予備の調査票を持参

しておりますので、お申し出ください。

16 記入した個人情報は保護されますか？

個人情報については、厳正に取扱い、情報提供する機関も守

秘義務を課せられた機関です。

ご納得いただき、ご協力いただけるようでしたら、調査票の

「個人情報取扱に関する同意書」にご同意をお願いします。

17
「個人情報取扱に関する同意書」に署名せ

ずに提出した場合はどうなりますか？

外部機関への個人情報提供はせず、「結果通知書」のみお送

りいたします。

18 地域包括支援センターとはなんですか？

保健師・看護師、社会福祉士、主任ケアマネジャーなどの専

門職が連携をとりながら、介護だけではなく、福祉・健康・

医療など、さまざまな分野から総合的に高齢者とその家族の

生活を支える地域の窓口です。高齢者本人はもちろん、ご家

族、地域住民、ケアマネジャーなどから受けた悩みや相談

を、適切な機関と連携して支援します。

19
なぜ地域包括支援センターに個人情報を提

供するのですか？

地域包括支援センターは、介護保険をはじめとする、高齢者

の方の生活全般に関するご相談を受けるところです。

今後お体の状態についてご心配ごとがあるときに、スムーズ

にご相談をお受けできるよう、情報提供に同意いただいた方

の回答内容を提供します。

また、特に心配な方については、地域包括支援センターの職

員がご自宅を訪問させていただき、お元気でお過ごしか確認

させていただくことがあります。



ご質問 回答

20
民生委員とは、どのような仕事をしている

人ですか？

民生委員法により、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地

方公務員で、地域でボランティアとして活動しています。保

健福祉に関するサービスや関係機関を紹介し、皆さんと行政

とのパイプ役や調整役を務めます。民生委員には守秘義務が

あります。相談内容や調査したことがらの秘密を守り、個人

情報保護に配慮して活動しています。

21
なぜ民生委員に個人情報を提供するのです

か？

民生委員は、地域の皆様の身近な相談相手として、支援が必

要な方と行政をつなぐ役割を担っています。

お体の状態が心配など、地域で日ごろから気にかけてほしい

方を把握しておくため、情報提供に同意いただいた方の回答

内容を民生委員に提供します。

22
なぜ警察・消防に個人情報を提供するので

すか？

もしもの時（災害時や、自宅内で倒れているおそれがある

等）の迅速な安否確認のため、情報提供に同意いただいた方

の緊急連絡先（ご本人様の氏名、性別、生年、住所、電話番

号）を提供します。

その他の質問項目への回答内容については、警察・消防には

提供いたしません。

23
調査には回答したくないが、介護保険など

について相談したいのですが。

調査票のご提出の有無にかかわらず、地域包括支援センター

では高齢者とその家族の暮らしや介護に関するさまざまなご

相談をお受けしています。

まずはお近くの地域包括支援センターにご相談ください。


